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てくてくときわ公園 
「石に刻まれた字から 

宇部の歴史を知ろう」 
─────────── 1/19 

盤公園正面入口から 9 時 30

分出発。キーワードは「石」、

「常盤公園の石は何を語ってく

れるのでしょうか？」とテーマを

絞ってみました。 

土手堤防の基礎は周辺の石

（蛇紋岩）が使われている

こと。「荒手」は元禄期の先人達

が強固な自然の岩盤を削り水路

を築いていることをノミ跡を見

てもらうことで、より身近に当時

の苦労を感じていただけたので

はないでしょうか。 

 
飛上がり地蔵尊 

盤堤東荒手石橋、飛び上が

り地蔵尊、石炭記念館横の

「蒸し枠の碑」「向田兄弟の碑」

「常盤池の碑」も見ていただきま

した。字名である「石切場」と本

土手基礎石との関連や常盤神社

内の鳥居、灯篭などの石像物を案

内しました。特に関心が高かった

本土手周り、荒手水路と石橋につ

いては、詳しく説明しました。 

 
常盤神社脇の周遊路 

石碑文末の「石に刻みて朽ちる

ことなく伝えたい」との先人の言

葉とともに、常盤池の成りたちや

本来の意味を知って、目からウロ

コ状態のお客様が少なからずい 

らしたようです。（上田） 

「五穀豊穣を祈る 
大森荒神社例祭」 

─────────── 2/28 
朝、今にも泣き出しそうな

空に一発の花火が打ち上げ

られました。大森荒神社例祭を知

らせる合図です。今年は平成最後

という事もあり、正に令月の祭典

に相応しい響だと感じました。 

照明寺前で 

 ふるコンの行事としては4年ぶ

りになりますが、前回と変わらな

い 40 名近い方の参加を頂きまし

た。今回は蓮光寺を出発し、上中 

野・大森の旧道を散策、途中「西

宇部ふれあいセンター」で休憩を

とり、大森荒神社に至るルートと

しました、見所としては地蔵尊や

神社、寺院そして宇部競馬場跡等

を盛り込んでいます。 

駐車場に集まって準備体操 

 創建以来、少なくとも 22 度の

元号と共に歩んできた大森荒神

社ですが、末永く繋がっていく事

を願ってやみません。（白石） 

てくてくまち歩き   「桜の
トンネルをぬけたら目の前は海」 
─────────── 3/30 

から 340 年前、藩命により

波止場が造られてから人々

が移り住むようになった丸尾崎、

その港の守護神として豊後の国

から三神を勧請したのが丸尾三

神社です。ここを起点に 39 名の

参加者とともに柔らかな春の陽

射しを浴びながらスタート。 

先ずは境内より丸尾港を望み

ながらその歴史に思いを馳せ、そ

の後は古樹の生い茂る神社境内

の周遊路を巡り次の大須賀遺跡

へ。現在は住宅が建ち並び 1800

年前の古墳時代前期の人々の様

子を偲ぶことは叶いませんが、出

土した石棺や土器、さらに 300 余

名の東岐波中学校の生徒が発掘

作業に協力当時の写真を見て頂

き、よすがとしました。 

 
ニュージーランド病院記念碑前 

圃の畦道を進むと「県立こ

ころの医療センター」の下

に出ます。更に坂道を右手にとる

と、もう「山口宇部医療センター」

です。広い敷地内をてくてくする

と、いよいよ目的地。昨年の同日

は、ほぼ満開でしたが、今年は桜

前線の足踏みで、僅かに四分咲き

程度、些か残念ではありましたが

「桜のトンネルを抜けると目の
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平成から令和へ、人それぞれですが、何が変わって、何が変わらないのでしょうか。暑い夏を過ぎれば、変わらず色々な
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前は海」のロケーションは矢張り

素晴らしく、ご参加の皆様も一様

に感激されたようでした。 

 
桜のトンネルの向こうに周防灘 

旧山陽荘は戦後 2年間、ニュージ

ーランド軍に接収され「第 6ニュ

ージーランド総合病院」として使

用されました。その時、軍の看護

婦として働いていた現在 93 歳に

なられるニュージーランド女性 2

人が、昨年夏ここを訪れ「岐波の

海の美しさが人生で一番輝かし

いときだった」と述懐していた新

聞記事や、進駐当時のニュージー

ランド軍の写真等を見て頂いた

後、出発地の丸尾三神社へと向か

いました。（岡部） 

◆ふるコン新メンバーの紹介◆ 
────────────── 
 昨年秋入会の4名が研修を終え

て、4月にデビューしました。即

戦力として期待しています。 

部市にとって「石炭」は郷

土史を学ぶにあたって最も

重要なキーワードです。明治から

昭和にかけて石炭産業で栄えた

宇部市には、今も水路や鉄道跡な

ど石炭産業の発展に大きく関わ

った施設が残っています。その貴

重な遺構の概要は現地の案内板

やガイドの説明で知ることがで

きます。イベントを通して参加さ

れた幅広い世代の方に「楽しかっ

た」「為になった」と思われるよ

うなガイドを目指したいと思い

ます。(志馬 敬) 

京の雑踏を離れのんびりと

過ごしたくて、故郷の宇部

に３０年ぶりに帰ってきました。 

新聞で観光ボランティアガイ

ドの募集を見て、軽い気持ちで応

募し、研修を通して宇部市には紹

介したい財産が数多くある事を

知りました。いつの日か諸先輩会

員の方の様に「緑と花と彫刻のま

ち・宇部市」のすばらしさを知り

尽くし、おもてなしが出来る日を

思いながら日々頑張っていきた

いと思います。(波多野千恵子) 

くてくまち歩きに参加し、

ボランティアガイドの皆

さんの熱心さに感銘し、何かお手

伝いできないかと思い入会しま

した。宇部で生まれ長年居住して

いながら何一つ知らない事に気

付き、石碑や建造物にも目が向い

て、学ぶ喜びさえ感じるようにな

りました。微力ながら、少しでも

皆さんに協力できるように努力

したいと思います。(藤本悦郎) 

年春、海外を含む 16回の転

勤生活を終えて宇部に帰っ

て来ました。先日古希を迎えてし

まいましたが、生涯勉強の精神と

旺盛な好奇心とを頼りに、大人の

方には一緒に歩いて楽しかった

と思っていただけるような、また

子供さんたちには将来につなが

る何かを感じ取ってもらえるよ

うな御案内ができるよう、研鑚に

努めたいと思っております。 

どうぞよろしくお願いします。

(山本雅史) 

知っちょる？宇部のこんな話 
────────────── 

回は宇部セメント（現宇部

三菱セメント株式会社）の

お話です。 

「有限の石炭から無限の工業へ」

の渡辺祐策翁の意向を受けた俵

田明社長のもと、中安閑一技師長

（当時）が行った、結果的に斬新

で理にかなった事業計画に驚か

されます。セメント製品は売らな

ければなりません。宇部市内だけ

では利益が期待できないのは当

然で、国内各地の需要に応えなけ

ればなりません。 

◆輸送手段は？方法は？ 

「バラ積みでいこう」中安技師長

が提案しました。台風などのリス

ク要素を上げる役員達の反対を

押し切って、セメントタンカー建

造に踏み切ります。 

昭和 11 年、バラ積みセメントタ

ンカー「清忠丸」が三菱神戸造船

所で進水しました。 

◆「清忠」って？ 

先代社長渡辺祐策の雅号なのだ

そうです。 

◆なぜバラ積みなの？ 

袋詰めされたセメント袋で輸送

するのが普通に思われますが、袋

が破損すると売り物にならない

というリスクがあります。バラで

運ぶということは、現地に袋詰め

工場を設置することが必要にな

るのですが、ロスは無くなるメリ

ットがあります。 

清忠丸の模型 

◆宇部セメント独自の？ 

昭和 2年、俵田明と中安閑一が欧

米視察で見たベルトコンベアー

によるバラ積み輸送に感銘を受

けたのでありますが、更に技術革

新を遂げています。エア（空気）

の吹きつけによる積込を採用し

たのです。 

◆もう一つ独自の理論 

バラ積みセメントタンカーの「片 

荷輸送」です。帰りは空で帰って 

くるのです。江戸時代の北前船を

考えた場合、片道を空で帰ってく

る不条理に誰もが違和感を持っ

てしまうような気がします。 

が、しかし、何も積まないことに

よって、早く帰って来られるメリ

ットがあるのです。後に他社が見

習っていることで理にかなって

いることが想像できます。 

宇部セメントだけの功績だと

は申しませんが、後のセメント価

格の均一化に寄与したことには

議論を挟む余地がないことは間

違いないと思われます。（西山） 

～～「一枚の絵葉書から」～～ 
────────────── 
2021 年、宇部市は市制 100 周年

を迎えます。大正時代の絵葉書を

通して、当時のことを思い起こし

てみませんか？ 

これは、絵葉書 8枚セットのう

宇 

東 

て 
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今 



第 55号            宇部市ふるさとコンパニオンの会              2019.06.03 

ちの一枚で「常盤公園櫻山門外

（宇部名所）」とあります。現在

のときわレストハウス辺りで、大

正 9年、木下芳太郎がサクラの木

百数十本を植えて「櫻山」とし料

亭、宿舎も建って、花見自動車も

出るほど賑わっていました。 

その櫻山入口の門に「サクラビ

ール」の文字とサクラのマークが

大きく写っていますが、現在は無

い銘柄でずっと気になっていま

した。そして今春、新聞で「サク

ラビール復刻」の記事を目にした

のです。 

【大正から昭和初期にかけて「サ

クラビール」のブランドで、福岡

県大里町（現在の北九州市門司区）

から世界に出荷されたビール。そ

のビールが復刻され、赤れんが造

りの旧醸造棟の保存に一役買う

ことになった】と、朝日新聞は伝

えています。 

5 月中旬、たまたま門司に行く

機会があり、鉱滓煉瓦（こうさい

れんが）建築で国の登録有形文化

財である北九市門司麦

酒煉瓦館を訪れました。

そこで帝国麦酒㈱の歴

史などの丁寧な説明を

秋吉マネージャーから

受けました。帝国麦酒

㈱は1929年(昭和4年)

にブランド名の桜麦酒

へ社名変更し、1943 年

(昭和 18 年)に大日本

麦酒へ合併されるまで

製造されていました。

サクラビールは製造中

止になったものの、門司のビール

工場自体はその後も存続。紆余曲

折を経て1987年(昭和62年)まで

サッポロビールの門司工場とし

て稼働していました。 

ちなみに神戸の総合商社鈴木

商店が援助した帝国麦酒㈱（後に

サッポロビールと社名変更）の社

長は、鈴木商店支配人の岡烈（お

かれつ）で厚狭郡船木（現宇部市

船木）出身です。 

隣接する七階建の旧醸造棟で

はビール製造過程に従って、上か

ら下へ生産されていたのだと聞

き、興味深く感じました。 

国際港、鉄道の要所でもあった

門司から、第一次世界大戦中は、

欧州のビール輸出が途絶えたこ 

ともあり、アフリカにまで出荷さ

れていたのには驚きました。「精

度高く芳醇なる香味、淡い琥珀色

にて色沢鮮麗」のビールは人気が

あったようです。 

330ml ボトルを 2本買い求め、

櫻山の絵葉書を思い出しながら

自宅で味わってみました。正に

「淡い琥珀色で麦芽の香ばしい、

失われた大正のラガービール」で

した。当時の人たちは、これを飲

みながらサクラを愛でたことで

しょう。時代は昭和、平成、令和 

と移り大正が遠くなりましたが、

門司を訪れたことで、ひととき昔

に帰った思いがしました。 

余談ですが、大正 13 年 3 月、

常盤公園へ花見自動車が運行。新

川座前から公園まで毎日午前十

時から午後六時まで、二時間ごと

に運行。料金は二十銭。絵葉書で

存在感を示しています。（脇） 

 

通常は、9：50～12：00。 真夏の 7,8 月は、お休みです。 

※10月～翌年 3月までに「古地図を片手にまちを歩こう」が復活します。4、5回程度を予定していますが、

期日については、後日お知らせいたします。スタンプラリーもありますので、ご参加をお待ちしております。 

■申し込み、お問い合わせ 

てくてくまち歩き 

古地図を片手にまちを歩こう 
宇部市観光グローバル推進課 TEL（３４）８３５３ FAX（２２）６０８３ 

てくてくときわ公園 宇部市ときわ公園課 TEL（５４）０５５１ FAX（５１）７２０５ 

 

日 企画名 集合場所 内容 

6/22(土) てくてくときわ公園 ときわ公園正面 動物園と植物館の花合わせ 

9/28(土) てくてくときわ公園 ときわ公園正面 芸術の秋！彫刻マップを片手に歩きましょう！ 

10/6（日） 
 

てくてくまち歩き 
  14：50～17：00 

宇部西リハビリテー
ション病院駐車場 

「神輿が川を渡る？！」 

10/20（日） てくてくまち歩き 宇部市役所正面 宇部まちなかアート散策 Aコース 

10/27（日） てくてくまち歩き 宇部市役所正面 宇部まちなかアート散策 Aコース 

11/10（日） てくてくまち歩き 宇部市役所正面 宇部まちなかアート散策 Bコース 

11/17（日） てくてくまち歩き 宇部市役所正面 宇部まちなかアート散策 Bコース 

11/30（土） てくてくまち歩き 二俣瀬ふれあいｾﾝﾀｰ 伊能忠敬測量隊の歩いた道・山陽道を辿る 

12/7（土） てくてくまち歩き JR 宇部新川駅前 新川校区の今と昔、ここには何があったかな？ 

12/14（土） てくてくまち歩き 二俣瀬ふれあいｾﾝﾀｰ 伊能忠敬測量隊の歩いた道・山陽道を辿る 

てくてくまち歩き＆ときわ公園 

http://www.asahi.com/area/fukuoka/
http://www.asahi.com/area/fukuoka/
http://www.asahi.com/topics/word/北九州.html
http://www.asahi.com/topics/word/門司区.html
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「ドラマチック宇部！現代アー

トと維新の地を歩く」 
────────────4/7 

芝駅を出発し、桃色煉瓦の

塀のある小路をぬけると、

道路の向こうに広がる建物群の

場所はかつて紡績所が立ってい

ました。その一角に図書館はあり

ます。敷地内にある「冬の子供」

は宇部を文化漂う街に育てられ

た、故星出市長を顕彰し宇部市民

有志により寄贈されたものです。 

宇部の中心を流れる真締川周

辺にも沢山の彫刻が設置されて

いますが中でも医学部付属病院

前の「大首Ⅲ」は大きく、愛くる

しく見開いた目が辺りをもっと

見たいのか？首を被ねっている

のが吉野辰海氏らしいですね。 

「大首Ⅲ」 

の花がどこかしこと咲き誇

りその参道の先は宗隣寺で

す。福原家の菩提所で 14代から 

26 代の領主が祀られて毎年 11 月

第2日曜日に法要が営まれていま

す。まつりのにぎやかさが聞こえ

てきました。ここが護国神社です。 

護国神社の桜はほぼ満開 

先ずは「禁門の変」で自刃され

た越後公の碑と殉難者 21 柱の英

霊にお参りしました。社殿は儀式

中で傍の銅像を拝見させて頂き

しばらくまつりを楽しみました。 

後からは鎌田の蛭子様と出

雲大社宇部教会に行きまし

た。蛭子様は広俊公が求められた

もので大社近くの西宮橋の大岩

の上にあったそうです。西宮は厚

東武光が八幡宮を遷宮し南の鎮

守としたとありますが社殿は南

に向き参道も真っ直ぐ真締川側

にあったと聞きましたが納得で

きますね。 

その川の畔の桜は宇部市制の

記念に植えられたものが一面に

咲き私達の帰りを見守ってくれ

ているようでした。（三輪） 

「常盤湖畔に 
早春の花をさがそう」 

─────────── 4/13 
参加者は 16 名、今回は「湖水

ホールまでのコース」と「湖畔一

周の健脚コース」に分かれました。 

まず、集合場所のココランド近

くの黒岩観音へ、道重上人が開い

たことや、この地の奥から流れ出

る水の一滴が常盤湖へ注がれる

ことに興味を示されたようでし

た。 

 
炭生あとの説明 

の開花時期からずれてしま

って、残念でしたが「御衣

黄」「豆桜」などの珍しい桜の名

前に驚かれていました。 

ウグイスが啼き、芽吹き始めた

樹々の間を散策しながら330年前

の常盤湖の築堤の逸話、山炭生の

こと、点在する野外彫刻などを楽

しんでいただきました。 

常盤湖畔の豆桜 
「湖水ホールまでのコース」の

方々とは青年の家の前でお別れ

し、約半数の「健脚組」は咲き乱

れるチューリップやパンジー、牡

丹、芝桜に歓声が上がります。 

気が付けば湖畔を一周してい

ました。また、今回はふるコン新

メンバーの彫刻ガイドのデビュ

ーの日でもありました。 

「春の訪れと風が和らぐ、令和」

目前のときわ湖畔の春を満喫し

ました。（安井） 

てくてくまち歩き 
「藤山の神社めぐり」 

─────────── 5/25 
「日中は季節はずれの暑さです、

紫外線や熱中症対策を」という予

報のもと、28名の参加者は藤山ふ

れあいセンターの陰で体操と水

分補給をして「藤山史跡まっぷ」

を片手に2班に分かれて歩き始め

ました。 

金山温泉跡、栄橋（栄川は埋め

立てられ現在公園や駐車場にな

っています）を見て、三嶋神社へ

行き、漁業や開作の歴史と独特の

くどきに合わせた盆踊りに思い

を馳せました。 

倉山では藤山の発展に尽く

した秋富久太郎・秋田寅之

介の立像や栄川入江埋立記念碑

を見て宮地嶽神社を参拝しまし

た。 

香川昌子裁縫塾跡、藤曲郵便局

跡、その横の道を入った奥まった

所の青木周蔵少年期の住宅跡（説

明板あり）など見学。 

 
西宮八幡宮前 

宮八幡宮では野村禰宜から

お宮の歴史「西宮えびす社

＋厳島神社＋宇佐神宮＝西宮八

幡宮」を伺いました。扇石、藤曲

村役場跡を見て藤山小学校の前

の木陰で解散。 

ガイドと一緒に歩いて初めて

わかる史跡が多く、参加者の皆さ

んはそれぞれの興味で楽しんで

おられました。（池田） 
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